
別紙 
（一般課題型） 
地震・火山噴火という自然現象が引き起こす地震動、津波、火山噴出物、斜

面崩壊などの災害誘因が、自然や社会に潜在的に存在する脆弱性などの災害素

因に働きかけ、これらの誘因と素因の組み合わせと相互作用の状態に応じて

様々な規模の災害が発生する。そのため災害誘因予測の高度化は、災害の軽減

に結びつく有効な手段の一つである。このような視点から、災害誘因や災害リ

スクを事前に高い精度で評価する手法を開発する「地震・火山噴火の災害誘因

の事前評価手法の高度化」を行う必要がある。同時に、地震や火山噴火が発生

した直後に、高精度かつ即時的に災害誘因を予測する手法を開発する「地震・

火山噴火の災害誘因の即時予測手法の高度化」を実施する。また、災害誘因予

測を防災対策の推進に効果的に結びつけるために、「地震・火山噴火の災害誘

因予測を災害情報につなげる研究」に取り組む必要がある。 
上記の考え方に基づき、本一般課題型研究では、下記に関連する研究を公募

する。 
 
一般課題型１ 地震・火山噴火の災害誘因の事前評価手法の高度化の研究 
地震動、津波、断層変位、火山噴出物、地震動や火山活動による斜面崩壊な

どの災害誘因を、地震や火山噴火の発生前に高精度に評価する手法を開発す

る。また、大地震等による災害リスク評価手法の高度化の研究を行う。 
 
一般課題型２ 地震・火山噴火の災害誘因の即時予測手法の高度化の研究 
 地震や火山噴火が発生した直後に、地震動、津波とその浸水域、火山噴出物

などの災害誘因を高精度かつ即時的に予測する手法を開発する。また、地震・

火山噴火による斜面崩壊や山体崩壊で発生する津波の即時予測手法についても

研究を行う。 
 
一般課題型３ 地震・火山噴火の災害誘因予測を災害情報につなげる研究 
不確実で小さいという印象を与えがちな大地震・火山噴火の発生確率に関す

る情報や、地震・火山噴火発生可能性の相対的な高まりを示す情報を防災対策

の推進に繋げるために、切迫度に対する社会の認知等に着目した地震・火山情

報の内容や発信方法について検討する。また、火山の状況を即時的に把握する

手法の開発と、災害対応のために必要な災害誘因予測情報を効果的に提供する

手法を検討する。さらに、火山周辺自治体や観光客等に対する災害情報の発信

に関する研究を行う。 


